
菊池　民彌 議員
（新興会）

小松　大成 議員
（無会派）

問  

　

岩
手
国
体
少
年
男
子
サ

ッ
カ
ー
競
技
開
催
に
向

け
、
選
手
等
の
受
け
入
れ

体
制
、
そ
し
て
若
者
に
対

す
る
選
手
強
化
策
の
取
り

組
み
と
市
民
の
参
画
を
ど

の
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

答  

　

去
る
７
月
、
公
益
財
団

法
人
日
本
体
育
協
会
に
お

い
て
、
岩
手
国
体
が
正
式

決
定
さ
れ
た
。
本
市
は
少

年
男
子
サ
ッ
カ
ー
会
場
地

と
な
る
。
市
内
３
会
場
で

27
チ
ー
ム
参
加
し
て
競
技

が
行
わ
れ
る
。
選
手
・
監

督
約
四
百
名
、
役
員
・
応

援
者
含
め
約
千
名
を
超
え

る
と
思
う
。
市
内
の
宿
泊

収
容
可
能
数
は
約
九
百
名

で
、
収
容
を
超
え
る
部
分

は
近
隣
の
市
町
と
連
携
を

取
り
、
関
係
団
体
等
と
協

働
し
て
い
く
。

　

選
手
強
化
は
、「
ジ
ュ

ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
事
業
」
を
実
施
し
、

小
・
中
・
高
及
び
ス
ポ
少

を
対
象
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

市
民
参

画
に
つ
い

て
は
、
市

民
協
働
に

よ
る
大
会

開
催
に
向

け
た
国
体

開
催
実
行

委
員
会
を

立
ち
上
げ
、

市
民
参
加

の
協
力
体

制
を
協
議

す
る
。

問  

　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
本

市
の
調
査
結
果
と
、
そ
の

実
施
結
果
の
分
析
及
び
今

後
の
学
力
向
上
策
は
。

答  

　

岩
手
県
の
平
均
と
比
較

す
る
と
、
小
学
校
６
年
生

の
国
語
Ａ
は
4.³
、
国
語
Ｂ

は
4.⁸
、
算
数
Ａ
は
3.⁰
、
算

数
Ｂ
は
4.³
。
中
学
校
３
年

生
で
は
、
国
語
Ａ
が
3.¹
、

国
語
Ｂ
が
4.⁸
、
数
学
Ａ
が

6.⁹
、
数
学
Ｂ
は
6.⁰
と
い
う

ポ
イ
ン
ト
結
果
で

あ
る
。
小
６
の
岩

手
県
の
平
均
は
、

算
数
Ｂ
以
外
は
全

国
平
均
を
1.¹
ポ
イ

ン
ト
か
ら
2.⁸
ポ
イ

ン
ト
上
回
っ
て
い

る
状
況
。中
３
は
、

数
学
が
全
国
平
均

を
下
回
り
、
国
語

は
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
テ
ス
ト

の
分
析
に
つ
い
て

は
、
全
国
標
準
学

力
検
査
等
の
結
果

を
も
と
に
分
析
し

て
い
る
。
こ
れ
に

全
国
学
力
テ
ス
ト

結
果
を
加
え
、
今

後
の
指
導
改
善
を
図
っ
て

い
く
。学
力
向
上
対
策
は
、

各
学
校
ご
と
に
調
査
結
果

を
受
け
指
導
改
善
を
図
っ

て
き
た
が
、
今
年
度
は
中

学
校
区
で
小
中
連
携
し
、

学
力
向
上
を
図
る
体
制
を

構
築
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

市
民
協
働
で

参
加
選
手
の
心
に

 
思
い
出
残
る
大
会
を

  

一
括
質
問
方
式
（
文
責
本
人
）

是非、小中連携の
学力向上策を

国保小友診療所の
あり方を問う

市民一丸となった取り組みが期待される岩手国体

問  

　

参
議
院
選
挙
に
お
い
て

安
倍
自
公
政
権
が
衆
参
の

ね
じ
れ
国
会
を
解
消
し

た
。
マ
ス
コ
ミ
等
で
は
決

断
で
き
る
政
治
を
期
待
す

る
報
道
が
な
さ
れ
た
が
そ

の
内
容
は
、
憲
法
改
悪
、

原
発
再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
。社
会
保
障
改
悪
、

消
費
税
増
税
な
ど
、
国
民

が
受
け
入
れ
難
い
内
容
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
特

に
も
消
費
税
増
税
は
市
民

生
活
に
直
接
影
響
を
及
ぼ

す
問
題
で
あ
り
、
市
内
経

済
、
市
政
運
営
に
及
ぼ
す

影
響
な
ど
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

答  

　

消
費
税
増
税
に
伴
う
市

民
生
活
へ
の
影
響
は
、
電

気
料
金
や
ガ
ソ
リ
ン
等
の

燃
料
費
の
高
騰
な
ど
、
家

計
へ
の
負
担
増
が
懸
念
さ

れ
る
。
市
財
政
へ
の
影
響

額
は
地
方
消
費
税
収
入
及

び
消
費
税
収
入
に
か
か
わ

る
地
方
交
付
税
な
ど
５
億

円
の
歳
入
増
と
消
費
税
支

払
額
２
億
円

の
歳
出
増
が

見
込
ま
れ
差

し
引
き
３
億

円
の
増
と
試

算
し
て
い

る
。
社
会
保

障
の
財
源
と

も
い
わ
れ
て

お
り
、
推
移

を
注
視
し
て

い
る
。

問  

　

国
保
小
友
診
療
所
は
昭

和
33
年
に
建
築
さ
れ
た
診

療
所
で
あ
る
。
町
民
は
現

在
地
に
新
築
を
望
ん
で
い

る
が
市
長
の
見
解
は
。

答  

　

国
保
小
友
診
療
所
は
改

築
を
重
ね
な
が
ら
55
年
の

年
月
を
経
過
し
て
い
る
。

診
療
所
の
現
状
を
ふ
ま

え
、
住
民
と
の
意
見
交
換

の
上
、
あ
り
方
に
つ
い
て

根
本
的
な
検
討
が
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
捉
え

て
い
る
。

問  

　

島
根
県
松
江
市
教
育
委

員
会
が
広
島
の
原
爆
被
害

を
描
い
た
漫
画
「
は
だ
し

の
ゲ
ン
」
を
市
内
の
小
中

学
校
の
児
童
、
生
徒
に
見

せ
な
い
よ
う
に
閲
覧
制
限

し
て
い
た
問
題
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は

ど
こ
に
で
も
起
こ
り
う
る

問
題
で
あ
る
。
一
連
の
経

過
か
ら
教
育
長
の
見
解
を

伺
う
。

答  

　

他
自
治
体
の
判
断
に
つ

い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
も
の

で
は
な
い
。
当
市
の
学
校

図
書
の
選
定
及
び
購
入
に

関
し
て
は
、
各
学
校
が
教

科
書
に
関
す
る
図
書
や
全

国
学
校
図
書
館
協
議
会
の

推
薦
図
書
を
参
考
に
適
切

に
判
断
し
購
入
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
で
も
そ

の
結
果
は
把
握
し
て
い

る
。

市
長
の

政
治
姿
勢
を
問
う

  

一
括
質
問
方
式
（
文
責
本
人
）

学
校
図
書
の
あ
り
方
に
つ
い
て

昭和 33年に建築された小友町の国保小友診療所
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市政を問う 市政を問う


